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◆ 子牛の損耗の原因のうち、最も多いのは下痢症によるものです。

今月は「子牛の下痢予防のポイント」についてです。

子牛の下痢は最も一般的に見られる疾病である一方、成育に影響を及ぼし、時には死に至るため農場経営を進
める上で最も重大な課題のひとつです。原因は病原体の関与が疑われるもの（感染性）のほかに、食餌性の下痢
（非感染性）があります。子牛の下痢の主な症状は便に現れます。便の状態を観察しましょう。
表１ 主な感染性下痢の種類と特徴

表２ 非感染性下痢の種類と特徴

ロタ

ウイルス

コロナ

ウイルス
大腸菌 サルモネラ

クリプト

スポリジウム
コクシジウム

便性 水様 水様 泥状～水様 泥状～水様 水様 泥状～水様

色
黄色・淡黄緑
色・乳黄色

乳白色・黄色 灰白色・黄色 黄灰白色 淡黄色・淡緑色 赤色

血液混入 なし
あり

（※重症時）
あり あり なし あり

臭い 異常臭なし 異常臭なし 腐敗酸臭 悪臭・生臭い 異常臭なし 生臭い

発熱 軽度あり 軽度あり 軽度あり あり
体温低下
（※重症時）

軽度あり

発症月齢
　出生直後
　　　～２週齢

　新生子牛
　　　　～成牛

５日齢以内 子牛～成牛 幼若期 １～12か月齢

季節 通年 冬期 通年 通年 冬期 春季

特異症状 脱水・起立困難
脱水・呼吸器症
状

混合感染
脱水・削痩・起
立不能

脱水・衰弱・体
重減少

食欲不振・元気
喪失

ウイルス 細菌 原虫・寄生虫

原　因

食餌性 不消化便 不規則給餌・給水による腸のぜん動異常

脂肪性 白色泥状便 脂肪消化酵素、胆汁分泌不足、細菌（特に大腸菌）の異常増殖

腐敗性
腐敗臭・

暗色泥状便
過剰あるいは不消化タンパク質の摂取、消化酵素の分泌障害

発酵性
酸臭・淡褐色便

（※泡沫含む）

過剰あるいは不消化炭水化物の摂取、消化酵素分泌障害(※消化不良のため、生じ

た発酵産物の刺激による腸ぜん動亢進と浸透圧上昇が、呼吸不全を引き起こす)

不消化便
第一胃～四胃の機能的及び器質的障害（ルーメンアシドーシス、潰瘍、便
秘、変位、捻転等）による内容物の通過時間の変化

不消化便
環境及び飼養管理の不適正から来るストレスが迷走神経を刺激し、腸ぜん
動亢進や消化酵素分泌異常を引き起こす

消化不良性

下痢症

胃（潰瘍）性下痢症

神経性下痢

分　類

【初乳を十分飲ませましょう！】
・ 初乳は生まれたばかりの子牛に必要なタンパク質、脂肪、ビタミンなどの栄養素だけで
なく、免疫グロブリンを豊富に含んでいます。免疫グロブリンは、体内で病原体と結合
し、感染症を防ぐ働きをするタンパク質です。

・ 子牛が生まれたら直ちに初乳を与えてください。初乳を早く給与することは、病原体に
対する抵抗力をつけ、健康な子牛を作るために必要です。

・ 初乳の移行抗体増加のために、母牛へのワクチン接種が有効です（※獣医師に相談）。



お問い合わせは最寄りの農業改良普及センターへ ＞＞

マニュアルの
ダウンロード
はこちら→

○ 分娩直後の子牛の適切な処置（初乳の重要性）

🐂 その他留意点

🐂 初乳の質を高めるために

🐂 初乳給与のタイミング

【病原体の感染予防をしましょう！】
・ 牛舎内の清掃や消毒を励行し、牛・人・物などによる病原体の持ち込みを防ぎましょう。特に、敷料は清潔に保
ちましょう。また、密飼による伝染を防ぐため、罹患牛は個別飼育します。

【ストレスから守りましょう！】
・ 気象条件の変化に合わせ、暑熱や寒冷対策を徹底してください。
・ 密飼はストレスの原因となります。個別飼育などの対策を取りましょう。
【給与飼料をチェックしましょう！】
・ 飼料の変質・変敗は下痢の原因となります。給与前に飼料を確認しましょう。
・ 乳房炎及び異常乳の給与はしないでください。

【こまめに便を観察しましょう！】
・ 下痢の早期発見・早期対応に心掛けましょう。

清掃の行き届いた牛舎内 石灰塗布したﾊｯﾁの活用

毎日の掃除はもちろ
ん、定期的な牛舎の
消毒などの衛生対策
など、日頃の心掛け
が大事だね。

きれいな場所だ
と、病気の予防
の他、エサの食
べる量も増えて
元気な牛づくり
ができるね!!

暑熱対策 寒冷対策 簡易ベッド

こんなカビの生
えたエサは食べ
られないよ…。


